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の制作（図 6 ）32％、身に着けるものの制作（図 2 ）





































































































作が90分× 4 コマ、それ以外の課題は90分× 3 コマと
なっている。制作活動において必要な時間は、制作者
がその制作物にどの程度こだわるかによって当然変化
するため、持て余す学生と足りなく感じる学生が一定
数いることは当然である。しかしながら、調査結果か
らは課題により足りないケースと持て余すケースの比
率が違っており課題による傾向が見て取れた。最も時
間が余るという回答が多かったのは紙皿・紙コップを
使った制作（時間が余る・やや時間が余るの合計42
％）、ついでクリスマスにちなんだ制作（時間が余る・
やや時間が余るの合計34％）でこれらについては時間
を短縮するか、2 コマ目、3 コマ目の際に何らかの提
案を行うなどの修正が必要であると考える。また、時
間が足りないという回答が多かったのは、お店屋さん
ごっこのための制作（時間が足りない・やや時間が足
りないの合計44％）であるが、授業後の感想による
と、お店屋さんごっこの演習を最後にやってみて品数
や看板、その他もう少し作りたかったと感じているよ
うである。4 コマの授業時間の途中で一度演習の予行
練習をおこなうなど、演習の入れ方を工夫することで
対応可能と考える。
　取り組みやすさと時間設定について見てみると、取
り組みやすさと時間のちょうどよさには明確な関連性
が見られなかった。先に述べたように制作に必要な時
間は制作者の性格やこだわり、その時作ろうとしてい
るものによって異なるため、ある程度柔軟に対応して
いく必要がある。
 4 ．まとめ
　本研究では課題による取り組みやすさ、課題の制作
時間についてそれぞれ意識調査を行った。結果として
課題ごと、学生ごとに取り組む意欲や必要時間が異な
ることが把握できた。同一の課題、時間であっても感
じ方はそれぞれで、授業という形態をとって造形活動
を行う以上、すべての学生にとって適切な時間、取り
組みやすい課題を設定することは不可能であるが、指
導計画を立案する際に必要なのは、そのことを考慮し
たうえで計画を立てていくことが重要である。
　今回、自身の授業課題を見直してみて気づいた問題
点として、現在行っている課題がすべて「何かをイメー
ジして作る」というアプローチを基本とした課題であ
ることが挙げられる。造形活動において「思い通りに
ものを構築する」「予想外のものが構築される」とい
うことはどちらも重要な要素である。ⅲしかしながら
「何かをイメージして作る」といったアプローチから
は「予想外のものが構築される」という体験を経験し
づらい。この「予想外のものが構築される」という経
験は、触覚や痕跡など行為そのものを目的とした課題
のほうが達成しやすい。図画工作の題材設定について
（佐藤2004）は教師の自由度や裁量範囲が広く授業デ
ザインが重要であるとしている。ⅳ今回調査を行った
「取り組みやすさ」「時間設定」だけでなく、素材や題
材設定、問いの立て方等、様々な要素について試行錯
誤を行うことで、幅広い経験ができる授業をどう組み
立てていくかについて、今後も検討を行ってきたい。
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